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アラス市立美術館蔵｢田村の草子｣翻刻と解題
アラス市立美術館蔵本について
ピー ター ･コ-ニッキ氏の調査によ-､フランスのアラス市
立美術館　(M亡SeedesBeaux･Artsd.Arras)　にお伽草子｢田村の草子｣　の写本 以下､アラス本)　が所蔵されていることが明らかとなった｡当 よりCD･Rに複写してもらった画像データか 判ったことを記し､田村の草子の諸本の一つとして紹介したい｡【アラス本の書誌】[形態]　写本､袋綴じ冊子本｡[冊数]　全五冊｡[表紙]　紺布地､金刺繍菊花紋｡[料紙]　鳥の子か｡詞昏き紙の背景に草木紋｡[見返し]　白料紙に金銀箔砂子散ら ｡
金　子　恵里子
[外題]　貼題答､白紙に墨書｡｢　一(-五)｣中題答｡[内題]　なし｡[尾題]　なし｡[本文]　毎半葉十行書き｡和歌二行書き｡漢字平仮名交じ-文｡濁点なし｡振り仮名 ｡[丁数]一巻･十七丁､二巻･ 七丁､三巻･十八丁'四巻･十五丁､五巻･十九丁｡[奥書]　なし｡[状態]　手ズレあ-｡虫損や絵の具の剥落もほとんどな-､良好と見られる｡[挿絵]　各巻五図　(七 )･全二 五回　(三十五丁)｡各巻二図見開き絵あ-｡紙本着色､極彩色｡繊細な筆致｡本文の内容と絵の一致度は高-､人物の描き分けもされている｡[内容]　お伽草子｢田村の草子｣流布本系の内容｡｢室町時代
専修国文　第84号　84
物語類現存本簡明目録｣　(『御伽草子の世界』　松本隆信　　三省堂　｣九八二年)　の分類法における'七のロの系統に分類できる｡その中でも'特に整版本　(寛文年間成立)　に近い本文を持っている｡
整版本と比較すると'語句の追加や変更､整版本の誤字を訂
止した点が多-見られる｡このことから'アラス本は整版本の本文を元に'細部の改変を経て作成された物と見られる｡
【付記】本稿を成すにあたり'画像データと掲載許可を頂いたアラス市立美術館'所蔵館と交渉して頂いた専修大学図書館､
調査結果を教えて頂いたピーター･コ-ニッキ先生'ご教授頂いた石黒善次郎先生に謹んでお礼を申し上げます｡【 凡 例 】
アラス市立美術館蔵　『(無題)一-五』　を翻刻した｡
二　改行は原本の行取-に従った｡
改十は　｣　で示し'r数･裏表を示した｡
叩　絵の箇所には､例えば第五巻の7枚日の絵という意味で(絵①五) と示しへ 該当箇所に挿入した｡什　虫損箇所は口で示し'括弧内に予想される字を補って傍注
した｡六　明らかに誤字脱字と思われる箇所は､括弧内に整版本の該当箇所を補い､桁字と思われる箇所は　(ナシ)　と傍注した｡七　整版本からの誤字と思われる箇所は　(ママ)　と傍注した｡八　画像データでは'本のノドの部分に隠れて判読できない箇所は括弧内に整版 の文章を入れて補った｡
【 翻 刻 】一巻(表紙)　[　　　二　(貼題姦)(見返し)
日本我てうはしま-て天神七代地神五代はさてをきぬ人わうの御代となってたひ　-　の将軍家をつかせ給ふ中にもとししけ将軍の御子にとしすけと申たてまつるは春は花のもとに 日を-ら 秋は月のまへにて夜をあかししいか-はんけんに心をかけいろをこのみしゆえんらつふむねとしておはしけるされとも御こゝろ
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かなふみたいところましまさすして十六の御としょ-五十にをよはせ給ふまて四百六十四人そを-り給 されは御子一人も しまさすとしすけおほしめしけるは五十にかたふきたとひ七十よのよはひをたもっとも今廿よ年の春秋いくはとかあらん過にしかたをおもへはたゝ夢のことし我l人の子な-していかにも成なん ちあとに ､まl度のかう花をもそな てとしすけかはたひをたれかとふらひ中へきかゝるてんしやの住ゐなれはこそ心にかなふふさい けれ宮こへはりたつね やとおほしめし そき上らくし給ひて五てうあた-にすませ給ふみかとこのよしゑいふんんまし　-　てみやこを ゆこせんための上ら-そやときよかんなゝめならすか-て秋も暮行にさかの､かたへ御ゆうらんに出給へは野山の色もまきり草の けもわひしきむしのこゑ折しりかほそあはれなる ､り
けるところにいつ-よりきたるともしらすい
｣-裏　　とうつくしき女のいさよふ月にうちむかひ
よむことの葉そあはれなる
草むらになくむしの音をきくからにいと､おもひのまきりこそすれ
とつらねてうちしほれたるありさまゑにかくともふてもをよひかた-柳のいとの春風になひきふようの-れなゐの雨をおひたるもかくや 思ひけるにつきし かふ人もな-たゝ一人ほれ　-　 して立給ふ也
(絵①1 )
｣　2表　　こはいかにてんまきしんの我をたはからん
とはからふらんと心つよく立さるへさとはおもへ もいろにひかるゝ こ､ろなれはゆくへきかたをしら雲の立まよひ給ひける よしいかなるまえん んけ ものにてもあらはあれかたらひよらはやとおほしめしかくそよみ給ふ
｣　2裏
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あはれなりわれも人まつむしのこゑおなしおもひかいさ-らへなん
とうちなかめつ､たもとにすかり給へはいは木ならぬさまにておなしくるまにてかへ給ひひよ-の契を し給ふには な-くわいにんし給ふとしすけ大きによろこひ給ひて我すてに五十に成まて千といふものなかりつるにか､る事こそ れしけれとていよ-1かしっき給ふか-て月日かさ るま,に御さんのようゐあ-けれは女はうおはせられけるはいまた十 は有へからす三年といはむ正月にたんしやうなるへしさん屋の高さは三十六丈百八十本のはしらを立て四百八十人の んしやうをもつて∴年かうちにつ-り出すへしと給ひけれはまことに三十六丈のろうか-をそくみあけ,るさるは さん屋に入給ふとき殿にむか わ ん屋に入て七日
よりうちに人かよふへからす八日にならはかならすまいるへしとてろうか-のうちへ人
｣　4衣　　給ふ将-ん今一口またん事千年をふる
心ちしけれは待かねて七円めに立のそき給へはうちには大木の松三本さかき七本おひ出たりくはうみやうか-や-として日月のことしいかなる事やらんとあやし-思ひ見給ふに百ひろあま-の大 やなるか二のつの､あひたに三才はか なる つ-しき手をのせて-れなゐの たを出てねふりあひしてこそあそひけれ日月とみえつるはまなこなり
｣　4裏　　　(絵②一)
としすけおほしめしけるはか､るお ろしき事こそなけれいかさまてんまの人かはりたるらんそのきならはやきうちにせんなと,思ひわつらひ給ふに八日と申にありしす たにていつ-しきわか君を
｣　5表
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いたきまいらせてろうか-よりおり給ひておはせけるは七日を過して御らんさふらは､日本のあるしとなしたてまつるへしとおもひつれとも我はんたいを御覧たるあひたそれもかなはすされとも天下の将軍となしたてま り候へしこのわかきみをはにちりう丸と申へしわか君三才のとしかならすと すけしゝ給ふ七さいのとし かとより大事のせん をかうふるへし我はます田かいけの大しや也しよてんのはからひたるにより にいもせのかたらひをなしつる也いとま申てさらはとてかきけすやうにうせにけり やうにおそろしき大しやとはしり給へとも三とせか間なれし名こ-のおしき事たとへんかたもな-てたゝなみたにむせひ立給ふあま-のなつかしさにむまれ給ふわか君になんちかは､はいつ-へゆきぬる
そとのたまへは天にむかひてあれ〈とはか- の給ひけるかくてとし月をすきゆ-はとに日-う殿三さいと申せし時ち､としすけはかな-ならせ給ひけりも
｣　6姦　　とよりこしたることなれともさしあたり
たる今のわかれのかなしさ申はかりなし日-う殿もなけきなから日かすをゝくり給ひけるはとに七さいと中にせん くたりあふみの-にみなれ川といふ ころにくらみつ-らへのす とて二つの大しや有ひかしよ-にし とをるものをとりくらあひたしんせきたえてかよひち しいそきかれをほろはして参らせ とのせんしなり日りうなみたをなかしの給ひける
｣　7表　　はうらめしか-けるうき世かなむまれて十
日にたらて母にわかれ三さいと申にち､にを-れ叉七さいにてかやうのせんしをかうふる事よとおはせられけれは御めの
｣　7裏｣　8表
88専修囲文　節84号
と子中けるは君の御ち､としすけ殿はんさいにてゑちせん -にけゐの津にてなかさ六ちゃうあまり 大しやをいたかせたまひぬされははんみ したをまひておそれけるとこそうけ給はれ はすてに七さいにならせたまへはなにのしさいの候へきこれはせんその御たからとてつののつきゆみにしんつうのかふらやとりそてたてまつるHりうとのゆみをしはり引給ふにすこしもさはるかたなし九百よきのくんひやうをそろへて なれかはへそ-たられけるかのところへ 給ひてふちのあたりを御らんしけれはれうらきんしうのたくひおほ-なかれ -
(絵③一)
‖りうとのおはせけるはこ 見紛へ人　-われをたはからむ めかやうのは りこと也かまへてみな　-　めをか-へ らすとてふちの
はたへ立よ-人おんあけていかにこのところの人しやたしかにきけわれはみもすそ川のなかれあまつひこねの倒すゑ十せんの訳のおほせにし かひHりうこれまてむかひたりいそきいてゝたいめんつかまつるへしとの給へは川なみたか-立あか-風すさましくふきけれは五百よきの-んひやう水のあはのきゆることくに一度にはらりと
｣　8来　　ししたりけりめに見えぬかたきなれはい
かにしてほろほさんともわきまへすして臼りう一人川のみきはをかけめ-りてとし月をを-り給ひけるはとに七さいより十三のとしまてこ､ろをつ-し船ふかあま
｣　9来　　りのことにふっ神にきせいし給ひけるは
｣9裏･1 0衣　　そも　-　日本のあるし十せんの君のせん
しにて候ねかは-はこ 川のみつをほて大しやのすかたを我にみせ め給へとかんたんをくたきてねんし給へはま とに悌
｣ 　 1  0 襲｣　‖表
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神のめ-みをたれ給ふにやみなかみよこき-て三里かあひ た､日かはらとなりて百ひろはかりなる大しや.二つあらほれて臼りう殿に甲けるはなんちしらすやわれは御身かためにはおちなりわとのか母ますたかいけの人しやわかためにはいもうとにて りけるな-このかはにすむ事二千五百年なんちわつ 十三にてわれにてきをなさん事をよひかたしいて〈みちんになさんとて-ちよりくわえんをふきいたしけれは山も川も一度にねつてつのうみとそ成にける(絵④こ
されとも日りうとのすこしもさはかすつ
の､つきゆみしんつうのかふら矢にてさん-　にいたまへはたちまち大しやほろひけりやかて-ひをつらぬき雲にのりてみやこへのほり給ふみかとゑいらんましくて将軍のせんしをうけとしひ の将くとそ申けるか-てと ひと十七の御 きあるゆふ碁のつれ　-　にかすみ うちにかりの一つらゆ-をみ給ひ おほしめし
｣　11塞　　けるは空をかけるつはさまてふうふのかた
らひをなすわれ十七になるまてつまといふもの､なきこそきったなけれよしある人もかないひよりてかたらはゝやとおほしめしけるにそのころ天下に時めき給ふほ-川の中納言たかとをのひめ君てる日のこせんと申て天下第1 ひしんなるを風の
｣　12表　　たよりにき､給ひていまたみぬこひに
｣1 2裏･1 3表　　あてられ給ひておもひのゆかにふし給ふ
をめのとのさこんのすけいさめまいらせけ
｣ 　 1  3 裏
90専修回文　第84号
れはいとはつかしきことなからか-て思ひしつまんもせんなしとてありのま､に たり給へはさこんのすけよりかけうけ給はりそれかしはり川とのにいひよるへきっ こそ侍れまつ御ふみをつかはして御らんさふらへと申けれはみと のうすやうに
つたへきくかせのたよりのわすられておもひきえなむことそかなしき
とあそはしてつかはされけれはせうしやうのつはねとてひめきみのめのとありけるにいひより将-んの御ふみまいらせけれ い けなき御心にて手にもとり給はて榊かほうちあかめておはしけるにせう やうのつほね御すゝりも 参り天下の大将軍の御ふみなるにともか-ち.:ふて 御返事なくてはかなふまし てせめたてまつれは引かつき給ひて御いちへも し のと心う-おもひ母うへにこのよししか　-　申けれは
｣　1 4表　　まことにおさあひ人の心こそうらめしけれ
よそにき-事ならはいかはかりうらやむへき事そやいそき　-　御返事とせめ給へはちからなくおきなをり給ひてかた らに打むかひてもみちかさねのうすやうに
いかにして人のこと葉をたのむへさあひみてのちはかはるならひに
とかきて引むすひてをき給ふせうしやうとりてさこんのすけかもとへつかはしけれはかけよりよろこひやかて将-んへ御返
｣　1 4裏　　とて参らせけれはとしひとうれし-も恋
のやみちのしるへせしものかなとて左こんのしやうけんにそなされける て此 ちたひく御ふみかさなり のひ　-　の御ちきりあさからきりしに かとこのよしきこしめし御寄合にことよせてめあけられそれよりかへし給はすしてひとの将-んをは伊つの-にへそな
｣ 　 1  5 表｣ 　 1  5 裏
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せ給ふとしひと口おし-おもひなからちからなくをん流のみちに もむきたまふ心のほとこそあはれなる
(絵⑤一)
さるはとにあふみのくにせたのはしをわたるとてはしけたあら-ふみならしひとこそた､今流人となりてとう へくたるなれはみなれ川にてころせし大しやとものこん くあら みや にのほ-心のま､にせよといひすて､-たり給 ふ
(裏見返し)(裏表紙)(一巻終わり)
二巻
(表紙)　[　　　二　貼題等)(見返し)
さるはとにそのころみやこのあたりにて
人おはくうせてゆきかたしらす成にけり日の暮れはもんこをとちてこゑをた
｣　1 6表　　　つることもなしひるは行かふみちたえて｣　1 6裏　　あさちか原とそなりにけるてんもんは
かせにおはせてかんかへ給ふにとしひと将-んをめしかへし給はすはしつまるまきよしそうもん申けれはや てしやめんの-んし-た-二たひ上ら-し給ひ 又せたのはしをとをるとてとしひとこそしやめんの-んしを給は-てた､今のはるな 大
｣　1 7表　　しやとも都あたりにかなふましとてその日
宮こにつき給ふ洛中しつかになり万みよろこひの色をなすみかと御かんまし　-　てやかててる日 まへを下されてひよ-の契をなし給ひ姫君二人出き給ひていつきかつき給ふに有時としひとさんたいおはしけるにおりふし大りには-はんけん 御ゆう有けるをちゃうもんしておはしける間につち風あら-
｣-塞
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吹おちててる日のまへを天に吹あけたり
(絵①二 )
此よし将-んへ申あけけれはいそきわかやにかへりこはいかなることやらんとなけき給へともかひもなしあまりのかなしさにせめて 夢になりともいま一たひ見まいらせはやとてすこしまとろみ給 はとしのほと十二三斗なるわらは三人つれてゆきけるかさきわらはのいひけるはそ 日本 そ-さんへむちのせうこ-なりといへ も神こ-たるゆへに人の心す をにして長久なりしれともまんしん 心あれはてんまのわさはひあり いひつたへけるこそまことにふしきなれとしひと将軍はゆみやのほま 世にす-れおに神もおそれしたかふほとの人なるにこのほとてうあひのつまをつし風にとられてなけさか しむと也あれほとのふしやうとしていひかひ き事かな わら
｣　2表　　けれは中なるわらはもまことにうみやまを｣　2塞 　きかしてもとりかへさすしてはいけるかひも
なきことよといへはあとなるもの､いは-それはさるこ なれともゆ-ゑをしらすはかゝせん -なからとしひとほとの人かてんくともをとらへてとふならはおそれてありところをいふへきものを そわらひけるそのこゑに夢さめてあたりをみれ も人もなしさてはふっ神の御つけそと有かたくおもひ八まん大ほきつにきせい申まつあたこ山にのほりきゃう-はう坊
｣　3表　　はうちにおはしますか天下の将-んとしひ
と是まてまいりたりと ほせけれはせつなか間にくうてんろう -玉のうてな出きたりやゝありて八十あまりなるらう僧てしともに手をひかれてよろほひ出てなにの御よう て御いて候と ひきのうへまてか､りたるまふた てしに引あけ
｣　3裏｣　4表
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させけるをとしひと是まて参る事よのきにあらすそれかし女にて候ものをこのほとうしなひて候さためてしろしめさるへし御てしの中 も候ならはかへ たひ候へなにさまゆ-ゑを御そんし へしを へて給はれとおはせけれはさやうくはうほうき､て足 おもひもよらぬうけ給はり候てしともの中にも候はすひかし山の三郎坊か方にも候はすた､し是より御かへり候はんするみちにふし木のあるへし是そを へ申へし-はし-御たつねあれといひすて､かきけすやうにうせけれ いそきか りみ給ふに申つること-たに川 うちわたして大なるふし木のはしあり立よりあらけなくふみならしいか なんちにものいほんおはせけれは(絵②二 )
しはら-あって此木うこ-やうにみえてか
ら出きくひ三間はかりもちあけて人にものとふとてさることやあるをしへしとはお へ もなんちか母は我ためにはいもうとなれはをしゆるそわとのは女をうしなひてたつぬるよなそれはこのへん
｣　4裏　　にはあるへからすむつの-にたか山のあ-(る)
わうといふおにか りたる也はんふの身にてはかなひかたし-らまの大ひたてんの御ちからをたのみたて つりてかの
. I / - J∵∵
きしんをしたかへしょ人のうれへを御身かは､ますたかいけのぬ りしかかりに人 いにむまれたるえんにひかれてしやうふっせ-われはいまたこうゐんふか- てしやしんのおもひつきせす我ためにせんこんをなLLやたうのくる
｣　5表　　みをたすけ給へといふことははのこりて｣　5裏 　かたちはきえてうせたりけりとしひとあは
れにおほしめし一万部のはけきゃうを
｣　6表
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よみ千こく千くはんを千人のそうにひき給へはその-りきにてしやうふっしてふしきのこと､もおほかりけりか-てとしひとはくらま まい-三七日こもり給ひてまんするとらのl.天にかつちうをたいてきちゃうをうちあけなんち かにをそきそといさめ給ふにうちおとろきてれはまくらにつるきをたてゝありけりさはしよくはんしやうしゆ有かた-おもひていそきむつの にへ -た-給ふそのころさいしをうしなふ人かすをしらす中にも二てうの大将殿御ひめきみ三権の中なこんとのゝ北の御かたみの､せんしかはちのはんくはんかく こと-の人　-　はたとひちいろのそ まてなりともあり とたにもさかはたつね とおほしめすお ふしなれはあるひはらうとうを-た 又はみつからくたる人もありおもひ　-　の出立
｣　6裏　　なやかにこそ見えた-けれさるほとに
口かすつもりてむつの-にはつせのこほりたむらの郷につき給ふころは七月下しゆんのことなるにしっの女のわき田にか-るなるこなはひかる､心あさからて一夜のなさけをかけ給ひてもしわ れかたみも有ならは是をし しにたつね　(こ)　よとて上さしのかふ 矢を給は-て立給ふ
(絵③二)
かくてあくろわうかしやう-わ-ちか-つき
｣　7表　　けれはこまかけよせみ給へはあかゝねのつ
ゐちをつきまはし-ろかねのもんを四方にたてはんをきひ かためたるひかしおもてのもんせんにしのひよりてみれはと のほと十五六はか-なる女わらはのうちしほれてなみたにむせひもん-わいにたゝすみたるををのれはなにものそととひ給へ 是は の,せんしかむすめに
｣　7裏｣　8表
｣　8裏･9表
95　アラス市立美術館蔵｢冊寸の草子｣翻刻と解題
(てさふらふか十三にて此所にとらわれ)
三とせかあひたかとまも-の女とさためられて候とてさめ　-　とな- しひとき､給ひてせんしもきた-たるそ宮こへ- てゆくへしと まつみ いところの御事をとひ給ふに-はし-はし-さふらはす ､し二三日いせんまては御こゑの聞えたると申としひと心もとな-おほしめ おにはうちにあるかと ひ給ふ此ころゑちせんのかたへまい-たると申さてこのもんのうちへは何として人 おはせけれはあれに候りうのこまにのりてうちへ人もんをひらきてけんそくともをはいれ候 申けれはかのりうにのりいらむとし給へとももんのうちへはいらすして北のかたへゆき しひとつるさをぬ なんちいのちおし-はうちへいるへし な- たちま をはと､むへしとの給 はおそれて ちへ -
｣　9裏　　にけるさてかのもんをひらかんとすれは大
はんしゃくともをかさねたるかこと-にてすこしもゆるかすそのとき-らまのかたをふしおかみねか くは御ちからをそへてたひ給へとねんし給へはひらさけ-やかてうちへ人見給ふに女のこゑあまたしてなきける立より見給ふに三条殿の北のか とと ひとのみたいところはおはしまさすいかに成ゆき給ふそと御たつねありけれは中納言殿北の　(かた)
一三日さきにおにのゑしきとな-給ひぬ
｣1 0衣　　とて-ひはか-取いたしけれは是はゆめかや
三とせのほとさへなからへてけふ のころむなしくなり給ふこ のか しさよとて しまろひなき給ふとしひといよ　-　心も な-おほしめしたつねられけれはさのふまてこれよりおくに御きゃうのこゑきこえつるか何とならせ給ふやらんしらすといふお っかな-ておはくの戸をあけみ給へはかすかなる所
｣ 　 1  0 裏｣　H表
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にをしこめられておはしけるか御めを見あはせてあきれはていかに-.1とはか-な-や､あ-ておほせけるはなにとしてこれまては御い-候そやまつ　-　こんしやうにてみみえぬる事こそうれしけれ我あすほおのゑしきとなるへし一すちにこせほたいをたのみたてまつ おにのかへらぬさきにと-　-　御かへ-あれとてなみた むせひ給ふとしひとこれまてたつねけるもおなし道にとこそ恩ひつるにいかてかへ候へきさておにともかへる きにしるしはいか,ととひ給へは-まなきそらもかき-ちりしんとうらいてんおひた､しくしやち
T･マ1
-の雨ふりてさとのうちより のこゑきこえ候とその給ひけるさ なん時 かへ-候はんするあすのむまのこ-にかへら と申つるとおはせられけれはそのあひたににとものすみかみんとて こ 人　-
かたらひこゝかしこ御らんすれは大きなるおけともおは-ならへをきた-みれはあまたの人をと-てすしにしてをきけ-又かたはらをみれは十四五のち かつ きを-し
｣　1 1裏　　きしにしてあり又あまほ　(う)　しの-ひを二｣ 　 1  2 表
三百しゆすのこと-につなきのきのたなとにかけならへた かれを見これを見るにおそろしとも中　-　申はをろ 也かくてしこくもうつれはに かに空 きくもりかみなりしんと してひかりものひちかひおにのこゑ山をくつすことしのこりの人〈はた,いきた 心ちはな -けりされともとし とは まや　-　まち給ふ
(絵④二)
さるほとにあ-ろわうわか宿ちか-なれかとまも-の女はなきかわかるすになにものなれはきたるそ手 か そにらみ
｣ 　 1  2 裏
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ころせとて千八百のまなこのひか-くわえんのとふこ く也されともとしひとのかうへのうへには日月あま-た-給ひてとしひとのまなこ なりてにらみ給へはおにともにらみ けてちのなみたをなかしけるその きたもんて よ-給 -たるつるきをなけ給へはおにの-ひみなことくくおちたりけり此とき人　-　ちからつきとしひとをふしおかみ給ふさてと れたるおとこ女おもひくのふるさとへをくりかへされける万みんのよろこ 事かきりなし中にも三条中納言殿御なけきおもひやられてあはれなりかくて将軍は思ひのまゝにきしんをしたかへ給ひて宮こにはりとし月をゝくり給ふはとにむつの国にて1夜のなさけをかけ しっの女はら 男子1人出 -名をはふせ-殿と申この子九さいの御としよ-あた-
の山てらにてか-もんせきせけるに一を十とさと-けるか十さいのとしつ-　-　とあんしけるは人 んのみならすてうるいちくるいまてもちゝ母あ-わ ちゝはいつ-にあるそとはゝに ひけれは母な たをなかしなんちかちゝこそたうこくのきしんを
｣　14表　　したかへ給ひつるとしひと将軍なれと有
のまゝにかたりくた の ふらやをとり出しみせけれはそのきならはみやこにのほりちゝにたいめんせんとて廿日あま-のみちなれとも夜を目につき三日にみやこにつき将軍の御もんのまへに立やすらひ給折ふしとしひとま-をあそはしける か -ゝのそとへきれけるをふせ-殿さらりとなかし思ひのまゝに め--て とのこと-けこまれたりとしひと御覧してなにもの
｣　14裏　　そととひ給へともこたへすいかさまま-はす
くれたりとおほしめしいかなるものやと仰せ
｣ 　 1  5 表
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けれとも返事にもをよはすこしよ-もかふら矢をぬき出し将軍の御まへにをかれたりとしひと是を御らんしてさては我子な-とうれし-おほしめしさま　-　の御もてなしにてまつ御名 あらためて田村丸とそ申けるきりやうことから人にす-れ御ちからはいかほと有ともかき-な やかて御けんふくありていなせの五郎坂上のとしむねとそ申ける
(絵⑤二 )(裏見返し)(裏表紙)(二巻終わり)
三巻
(表紙)　[　　　三]　(貼題茶(見返し)
さるはとにとしひと五十五の御時つ--トとおほしめしけるはそれR本はわつか
｣　1 5袈　　のくになりたうとにわたりていこくを
したかへまつたいまて名をのこきはやとおもひてときの関白みつたかしてそうもん申されけれはまことに恩ひたつところと､むるにをよはす おほせ出されけるとしひとよろこひ三千そうのふねに五十万きのつはものをうちのせ神つうのものゝ くたいしてきさらきのすゑにうつ
｣　16表　　立給ふかそれかしほとのものかわたらんに
｣　1 6裏･1 7表　　しるしなくてはかなふましとてしんつうの
かふら矢一つい給へはその矢みやうしうの津にと､まり七日七夜ひ､きわ れは人みなおとろささはきれいもんをひかせらる､にはかせかんかへていは-日本の将軍このくにをした へんとてきたるなり はんはそ-さんのせうこ-なれ も人のちゑふかうしてこ,ろかうな-そのうへ神国としてゆみやのはかりことをえたりいか ほん
｣-塞｣　2表
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ふのちからにてふせくへしふつりきならてた み倖 んかたなしけいくわ和尚百千万のふとうみやうわうこんからせいたかひき-してみや しうの津にてふせき給ふとしひと御らんしていか やなんちなにものそわか矢さきにはとてもかなふましすみやかに引 -そくへしおはせけるふとうの給ふやうなんちせうこくの臣として大こ-をしたかへん事おもひもよらすいそき本朝 帰るへしとてかうまのりけんのひかりをはなつてふり給ふとし ともし つうのつるさをぬきた､かひ給ふかふとうのり んたゝ かひまけてしたい〈にしりそき(絵①三 )
ふとうかなはしとおほしめしこんかう童子
を臼はんへつかはしてくらまのひしやもんへ申されけるはとしひとたうとをしたかへんとてよせ来る大 たはふせき候へともかなひかた-候ねか く このたひのかつせんにとし とかゐりきをおとしわれにちからをそへてたひ給へとの給へ たもんおはせられけるはい て 日本 大将にふか-をとらせ候へきと-　-　か -給へとはせけれはちか なくてこん うとうしは
｣　2裏　　かへりぬとしひとはいよくゐりきまさり
つるきのひかりか､やきけりふとうかくてはかなはしとてせつな 間に又みつ-らまへとひきたら 給ひておはせけるはまった-この-にををろそかにおもふにはあらす此たひとしひとにまけぬるもの
｣3衷　　ならはふっ-きすた-てうやまふものうす
｣3裏･4表　　-なりいよ　-　しやたうきしんちからをえ
てしゆしやう三つにかへらん争うたかひ有
｣　4裏
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へからすねかは-はとしひとかゐりさをおとしてたひ給へとおほせけれはたもんてんの御返事にこの国はふっほうきかんにしてふっ神ちからをそへ給ふ かるを日本のけん臣 いわうのまはりをいかてかうしなひ候へきゃとおはせけれはふとうかさね のたまは-たとひとしひとうしなひ候とも我 にわた- しひとかことくわうほ をもまもりふっほうはしやうの国となすへし の給へはそのときひしやもんとしひ かかはりに日本 しゆことなって ゆしやうをた け給はんとおほせこそうれしけれそのきならはいそき御かへりありてとしひとを ち給ふへしとありしかはふとう大きによろこひかへりたまひて又た､ ひ給ふほ にと ひとのつるきの か おとりふとうのりけんにたゝかひまけて三つにおれて やうせん
｣　5表　　へこそまひあかりけれそのときとしひと
むねんにおもひふとうのふねにのりうつりひっ-んてうへをしたへと返し給ふ程にりけんおちか,りてとし との-ひを打おとせはふとう-ひをとつてこんからせいたかもうちつれ　-　たうとへか り給 三千そうのふねともはなみにゆられ風にはなされていつ-ともなくたゝよひゆ-こそかなしけ その中に将-んのしかいのあるふねは人にしらせんためにや八重のしほ
｣　5裏　　ちをわけきてはかたのうらにそつきにける
としむねこのよしきこ めしいそき下り給ひてかの御しかいをとりおき きまくの御とふらひあ-てな-　-　宮こへのほり給ひてとし月を,-り給ふにやまと 国ならさか山にかなつ てをうつりやうせん 云けしやうのもの出きてみやこへまいるみつきものをみちにてうはひと-おは-の人
｣　6表｣　6裏
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みんのいのちをたつこと天下のなけきならすやいそきとしむねむかふてしたかへよとのせ しありけれはとしむねうけ給は-五百 き -んひやうをひきく てならさかやま そむかはれけるその かりことにいろよき小袖あ たこつ川にてぬらしたるふせいにて木､のえたにかけならへてをき-やうせんをいまや　-　とまちたまふしはら-ありてたけ二ちゃうあまりのほうしのまかふらたかくほうはねいかりまことにおそろしきありさまに かきところにかけあかりて らめつらしやこの山をとをるとてかやうなるものをかさ 見せたるはこのほうしをたはからんためかよしくそのきならは手なみはとを
みせんそかしなをもよきもの､あらはのこさす出すへしとて
｣　7表　　おとりあかりてそ
わらひける
(絵②三)
としむねこまかけよせての給ふやう是はみかとへまいる御ものなり我い ちのあらんかきりはとらる､事ある しそとおはせられけれはきこわなるこくわしやめかなこと　-　し-ほおもへ もあまりくわ やめかことはのにく かなつふてをもってたゝ　l　つのせうふにせん三郎 と
｣　7裏　　なつけてかねめは三百両つのゝかすは百
八十三うけて見よ いふま､にひちをあけ
(一ふりふつて打けれは天地ひ､きなるかみ)
のことしされともとし宗さはかすしてあ き
｣　8表
｣　8裏･9表
｣　9裏
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にてうちおとし給へは又次郎つふてとり出しうちけるをもおなしかつてにうちおとし給へはりやうせんけうさめかほに 立けるかさりとも太郎つふてに きては山をたてにつ-ともみちんになさんものをとてかねめは六百両つのはかすをしらすもろこしに五百年かうらいに五百年日本の地にすむ事は十 この山にはた二二となりよろつのたからをとることもみなこのつふてのゐとくなりあたらこきかしきわらはをころさんもむさんなれともくちのきかなきゆへにた,今いとまとらするそ念悌申せといふまゝ めてのあしをつよくふみえいやとうちけれは百千のいかちの一とにおつるか おほえ も玉しゐも身にそはす五百よきのつはものはみなひれふしてをとも すた､-らやみにこそなりにけれされともとしむねす
こしもさはかすむまたてなをしひとちかひちかふてひ､きわたるかなつふてをあふみのはなにてけおとし給へは世間のな-もしつまりもとのこと-はれたりけり
(絵③三)
りやうせんもたのみたるつふては三 なから
｣　1 0表　　うちおとされ今はちからをうしなひいひ
す-したる口をか,へて と 山に立しのはんとあ はやにあゆみけるとしむねこまかけよせいかに御坊手な はみ申 るにさしたるふせいもなした､し御ほうのつふてはとこそな-とも三代さうてんしてもつたるかふらやlすちけんさんにいれてはあるへさとて神つうのか らやにてい給ふにりやうせんはうかみゝのね三寸のきてなりわた もとよりひきやうし いのもの
｣ 　 1  0 裏｣ 　 1  2 表
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なれは七日七夜うみ山かけてにけゝれともさらにはなる､ことなしとしむねは春日山に　(ぢんを)　とりりやうせんほうをまち給ふLUめにかへ-とし宗の御まへに参 手をあはせ申けるはいかなるせいひやうと中 も五町十ちゃうにてかんせきてつへきはとをすなとうけ給はつ 候へけふまて七日か間うみに人はうみにいり山にのほれは山のはり ､のねにはなれす候いかなる御ゆみそやけふよりしてあくしを へ らすいのちを御たす 候は 御ら とうと成申さんとなく〈申けれはとし宗きこしめしゑいりよはかりかたしまついましめて参るへしとてくろかねの さりなはにてく､-五百よきか中にとりこめみやこにかへ-給へはみかとゑいらんまし　-　て御かん 中 かりなし-やうせんはふなを 山にてき--ひを八卜人して きこくも のまへ け
てゆき､のものにみせやかてとし宗は十七にて将軍つかさを給は-むつの国はつせのこはりにゑちせんをそへて下されゑいくわにほこり給ひけ-かゝりける所にとし二年ありていせの- すゝ 山におはたけ丸とてきしん出きゆきかふ人をなやましみつきものもたえ　-　也み とこのよしきこしめしとし宗におはせつけ そ
｣　は塞　　きほろはすへしとのせんしな-将軍かし
こまってせん うけ給は--んひやうをめよせ三万よきにてうつ立すゝかのやまへそをしよする大たけ丸はひさやう さいの物なれはこの しをき､てみねのくろ雲に立まきれ火の雨をふらせらいてんひまもなく風すさまし-ふきてせめよるへきゃうもなくしてとし月 ､-り給ふ叉この山かけに天女あま-たりておはします名をはす､ こせんと申ける大たけ丸す､か御
｣ 　 1  3 表｣ 　 1  3 裏
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せんに心をなやましあるときはうつ-しきとうしとなり又あるときは-きゃう殿上人にへんしてさま　-　のはかりことをめ-らし1夜のちきりをこめはやと心を-たきあ-かれけれともす､かはつう-きにてし 給ふゆへさらになひき給はすか-てとしむねはいかにもしてかたきのあ-所 たしか しりてせめ入せうふをけつせはやとおもひ よてんにいの-をかけ給へはある夜のあ つき夢ともな-うつ､ともな-老人来-給 て此山のおにをしたかへんと恩は､此へんにす､かこせんとて天女のおはしますをたのむしこのほか-こ ならては大 け丸 うつ事なりかたしとをしへ 立さ-給ふと御らんして夢はさめた-けりとしむねは有かたくおほしめしまつ三万よきのつはものをは宮こへかへ 給ひて ,一人すすか山に立しのはせ給ふか夕碁の月ほの
かにさしうつり草葉の露もをきまとひ虫のこゑ　-　あはれをそへふる郷の秋をおもひ
｣　1 4表　　出して草のま-らにうちかたふき給ふに年｣ 　 1  4 裏
のほと二八はかりなる女王のかんきしにきん-　のやうら-かけ らにしきのすいかんに-れなゐのはかまふみしたきてこつせんときたり給ふとしむね是はかのおにのたはかりて我こ､ろを引みるにこそ 恩ひつるきをひさのしたにか-しきらぬていにて 給へは
めにみえぬおにのすみかをしるへ-はわかあるかたにしはしと,まれ
とうちなかめてかきけすやうにうせにけ-
(絵④三)
としむねこはありかたき御つけそとおもひ大神宮をほしめたてまつり神-トをふしおかみ給ふされともそのゆ-ゑをしらされはたつぬへきかたもな-てた､はうせんとして大たけまるかこ はうちわすれう
｣ 　 1  5 表
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つゝに見えつる人のおもかけ身にそひて時のまもわすられてこひち やみにまよひ給ふかせめてはしはしゆめのたよりもかなとまとろみうはの空なる物おもひにしつみはてなんこともたゝこれお のはからふらんにおもひきらんと又神〈をふし かみねかは-は此あくねんをわすれてきしんをしたかへさせてたひ給へしよてんしよふっの中にも大し大ひの御ちかひこそ有かたけれとかん んを-たきいのりて心をすまし給へともなをわすれもやらぬおもかけの立そひて蕗のいのちもたのみすくなきありさまにてか-口すさひ給ふ
かひまみしおもかけこそはわすられねめにみぬおにはさもあらはあれ
とうちなかめてた､はうせんとしてゐ給ふにありし人のきた-と-　-　わかかたへ御い-さふらふへしとかたらひゆきてひよ
｣ 　 1  6 裏
-のちきりあさからす
(絵①三 )(裏見返し)(裏表紙)(三巻終わり)
四巻
(表紙)　[
四]　(貼題答)
｣ 　 1  7 表
(見返し)
きたるともなく月日を送りけるかある夜のむつこ にわれはこの山にかりに来りて三とせなり御身此山のきしん した へ給はんとて来り給ふともか ひかたかるへし我ちからをそへたてま らむために りに此かいに-たる也かの大 け丸我にちきりをこめんとてさま　-　いひよる也わかはかりことにてたやす-うたせ申へし御心やすくおもひひたすらにたのみ給 さらは我あとをしたひてわ らせ給へとありしかは山〈
｣-塞
106専修国文　第84号
みね　-　をたとりこえて見給へは大きなるいはあなありとしむねみ給へはまん　-　たるかすみのうちにこかねのいらか有こん　-　るりのいさこをしきくろかねのもんをすきゆけはきん〈のそり しを けたりまことにこくらくせかいと ふともこれにはいかてまさるへき
(絵①四)
庭には四季のていをあらはしまつひかし
チ/
春にのけしきに いつ 日か ものと 也たにの戸あくるう-ひす こゑもたかねの雪とけてかきねの梅のかつちれはさくらはおそしとさきつ -ゝきし 山ふきいろふかく藤なみよする松かえのみとりの空に立つ､きみなみおもてはなつの夜のあけかたちかきほと､さすなきゆ-山はしけりあひ岩かとけつるたきつせになみもす,しき夕くれにとひかふほ る
かすかにてあまの戸た､--ゐなも明ほのをなをやおしむらんさて又にしは秋かせのすゑはの露のちるかけに所々の村
ご幣一I
もみちのいろそへのむし こゑしらる､よもきふのつゆにみたる,いと､はきの花むらさきのふ はかまききやう るかや
｣2表　　をみなへし今をさか-と見えた-けり北は｣　2裏　　冬のけしきにてをのへの松のこすゑ
まてもふりうつみたる雪の日にすみや-けふりほのかにていけのこほり かたよるつかはぬをし 立さは-は風もさむきあかつきはひとりぬる身やうかるらん又 つみかたをみれはいろ　-　のとりの ねにてふきわけたるやかた百はかりならひた そのうちをみれは玉のゆ ににしきのしとねをしきしっほうのかうしの内 玉 かんさしかけたる女あまたなみゐてひわことを
｣3表　　しらへあるひはこすこ六に心をよせたるも
｣　3裏
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ありそれよりお-をみるに大たけまるかすみけるところとおほしくてこかねのとひらにしろかねのはしらにて一たんたかくつくりこはりのこと-なるけんはこをはすきまもな-たてならへ-ろかねのゆみやな-ゐはかすをし すとしむね思しめしけるはたゝ今よきお-ふしなり ふらやひとついはやとおほしめしけるかまつすゝ 御せんにとひ給へはし ら-待給 へ た､今ことの出くるなら けんそ-と に取こめられ御命も有ましそれをいかに 中此おには大とうれ 小とうれんけんみやうれんとて三つのつるきあり此つるき共をたいするうち 日本かよ-てせむともうたる､事はあるまし たけ丸我に契をこめんとたひ　-　いひかたらへともつゐになひ-ことなしさ めて又こよひも音つれ来るへしさあらは や しいれむつまし
けにもてなし三つのつるさをあつかりて
｣　4表　　取へしその後来らんときやすくとうち
給へたゝ今はかへ-給ふへしとてうちつれたちてかへり給ふ
(絵②四)
あんのこと-日暮けれは大た まつうつくきとうしとなってすゝ こせんの御まくらに立よりて
岩ならすま-らなりともくちやせん夜々の みたの露のつ れは
とよみたもとをかほにをし て､ きける
｣4裏　　すゝ かこせんはかねてたくみしことなれは返し
くちはてんま-らはたれにおとらめや人こそしらねたえぬなみたを
とよみ給へは大たけまるこれをき‥｣はいかにちつかに文のかさなるまて1との御返事たになか-つるにたゝ今の人のこ はうれしきよまことなるかなめに見えぬお
｣　5表
｣　5裏･6表
｣　6裏
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にかみをもあはれとおもはせ男女の中をもやはらけたけきものゝふの心をもな-さむるは寄也我うたの道をしらすしてはいかてこのきみとちき-なん うたよみかなとそ､ろに我身をほめ りけりさてす､かこせんのそはちか-よりふしこのほとつ-せし心のは をあはれみ給ふにやた､今のことのはこそ有 たけれとなみたをなかしけれはすゝかこせん我もい 木ならねはいかは りおもひつるそやかまへて見すて給ふへからすとうちと かほに仰けれは大たけ丸もなにか心をのこすへきこしかたゆ-すゑのことゝもいひかたらひ るかあけほのつ-るとり ゑおきわ れゆ-きぬくそてをひかへの給ひけるはかや なる事申につけておこ ましきことな らこの程としむねとやらんいふも 我にふみを よはしけれとも手にもとらす御身にか-
なれぬるときくならはいかなるうきめにもあはすへき心はそ-おもふなり御身のつるきをわれにあっけ給へかしとおはせけれはまことにさることそのとしむねといふこくわしやめはよしある-せものにてわれらをもねらふと聞え候きりなからこ
｣7表　　つるきとものあらんほとは御心やす-おほし
めして御まくらにたて給へとて大 うれん小とうれん二つのつるきをはぬき出してそも〈このつるきと申はてんち-まかたこくにてあしゆらわう日本 ふっほうさかんなりいそきまたうに引入よとの御つかひにそれかしけんそ-ともをくしてまいるとき此三つのつるきを給は 事後代のめんは-なれは身をはなさすしかる一夜のなさけにほたされてす､かこせんに
｣7裏　　参らせて御枕かみに立給へとてまた夜を
こめて立まよふ-ろ雲にうちのりてお
｣　8表
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にのす　(み)　かにかへりける
( 絵③ g I )
か-てとしむねは此よしを聞しめしたゝ是悌神の御はからひなりとていよくくはんねんし給ふ夜も明けれはいそき御ようゐ有へしとてまつ二つ つるきを参らするひとつのけんみやうれんといふつるき 大たけ丸かおちに三めんさと申おにかあつ りしか此ほと天 -へ参り候そや又こよひほおにともにさけをすゝめてのませよ へいちを､--て候あひたみなけんそくともはえひふし候へし御心やす- ほしめして打給へとてす､かは雲にの-て立かくれ給ふさるはとに大たけ丸是をは夢に しらすして日の-る､を待かねて来-御せんはいつにおはするそ てれん中さして入けれはとしむね立むかひ給ひてす､かこせん 申はなにものそさためて大たけ丸 申くせ
｣　8裏　　物かなんち知すや我は是日本のみかとに｣9表　 つかへ奉る田村将軍とし宗とは我事也十
七にてやまとの-にならさか山にかなつふてのりやうせんと云けしやうのものをした へ大将軍つかさを給はりみかとをしゆこし申争いこ-まてもそのかくれなしそれになんそまのまへにて大あくをなすことたかゆるしけるそとの給へは たけ丸 今まてうつ-しき童子成しかみる　-　 十丈斗なるきしんと成日月のことくな まなこを見出しとし宗をにらみけるか天地をひゝかし
｣9裏　　大をんあけてなんちはそくさんこくのみかと
の臣下として何ほ のことの有へき 手なみのはとをみせんとて氷 くなるつ さはこを三百 かりなけか-るされ共とし宗のみかたには干しゆ-はんをんと-らま 大ひたもん天両わきに立給ひて将軍の上におちか､るほこを らひ給ふきし はい りをなし
｣ 　 1  0 表｣ 　 1  0 裏
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す千さに身をへんし大山のうこくことしされ共田村さはき給はすしんつうのかふらやい給へは千万のや きとな-きしん かうへに藩かゝれはあるひはうたれいたておひ四方へちり〈に成にけり
(絵④四)
されとも大たけ丸はみちんとなりはんしや-とへんけしはら-うたれさ とし宗つるさをなけ給へ -ひは ちまちうちおとされうんかのこと-見え るけんそくもみなきえ　-　と成に -そのゝちおにの-ひともをさう-るまにつみ宮こにのほせ給ふみかとゑいらん し　-　て伊かのくにを給は-いよ　-　さかへ給ふ れ共としむねはす､かこ んの御な けふか おはしけれはやかて御-たりありて明し-らし給ふ程にひめ君一人出き給ひて御名をはしやうりん女と申ていつきかしっき給ふされとも宮
ことをきところなれは折ふしは宮この事おほしめし出していつまてかゝるひなの住ゐならんしのひみやこにのほらはやとおほしめしけれはす,か せん是をうらみ給ひても
｣11表　　とよ-我は下かいの人けんにあらすなにこと
｣1 1塞･1 2表　　も御心に思ひ給ふことを我しらぬことなし
さしも二世とこそちき-つるにはや-もかはりたる御心かなとなみたにむせひ給へは田むらきこしめ いさとよ心のかはることはさふらはすされともこのところにか-てなからへ候へは君の御め-みもうす-なり又はらうとうともの恩 ん ともはか かた おなしくは宮こへ御とも申てすまはや こそ思ひ ふらへとおほせられけれはその御こと とはりなれともきりなから我はこの山のしゆこ神
｣12裏　　となり宮こをまもり申へしいそき御のはり
候へ御心こそかはりた-とも我はしやうりんと申ひめか候うへは弓矢のまも-神となるへし
｣ 　 1  3 表｣ 　 1  3 裏
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さあらは此幕にはあふみの-に､あ-しのたか丸出て世のさまたけをなすへLLからは田村にしたかへよとのせんLFる しない〈御心にかけ御ようゐあれとの給へは田むらきこしめしこはうらめしき御事かなもしもろともにのはりみや のすまゐもかなとこそお ひつるにい て見すまいらすへきとおはせけるすゝかこせんきこしめしまつ　-　このたひは我にま せて御のは-候てやかて又-たりたまへとありしかはちからなくとしむね上ら-有てまつさんたいなされけれはみか ゑいかんありてくはんけんらんふ御寄合さま-　の御もてなし也-きゃう殿上人とり〈の御なくさめによるひるか て御ひまもなし
(絵⑤四)(裏見返し)
(裏表紙)(四巻終わ-)
五巻
(表紙)　[　　　五]　(貼題答)(見返し)
かくてやよひのすゑより神無月のはしめっかさまて御ゆうらんあ-けるところにす､かおはせしことくあふみのくに､たか丸といふおに出きてゆきゝのも を
｣　1 4表　　と-うしなふ事かすをしらすいそきう
つてくたさるへしとてさい　-　 よ-トより申来るこのよしそうもん申けれはたま　-　将-んの在京なり此とし月のしんくをもなくさめんとおもひつるにはともなくてかゝる事こそうらめ けれ
｣　1 4嚢　　きりなからたれにおはせつけられんもの し｣　1 5表　　とおはせけれはとしむね 時のめんは-
是にすきしとよろこひ御うけを申ま
｣-塞
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r11一
かり立てすゝかへこのよし申さはや口おほしめしけるかいや　-　つうりさにてとくしり給ふへきものを時うつりてはあしかりなんとおほ 十六万きのつはも を引-してたか丸かちゃうへをしよせうちの有さまみ給ふにいしのつゐちをた -つきまはしくろかねのもんをきしかためてせめいるへきゃうもな としむねもんせんにこまかけよせいかにおにともたしかにさけたゝ今なんちかうつてにむかふたるものをいかなるものとかおもふらんいこ-まて か-れなき藤原のとしひとの や-しに田村将軍ふちはらのとしむね也手なみのほとはさためてき､をよひ給ふらん何とてまかり出てかうさんしていのちをつきをのれか本こくへかへらぬそとの給へはしやうのうちにはなりをしっめてをともせすとしむねいよくはらをたてすゝ こせ のつ
たへ給ふ-わかいのゐんをむすひてしやうのうちへなけいれ給へは-わえんと成てやけあかるたかまるは雲にのりてしなの､くにふせやかたけへそ
｣　2表　　おち行ける
(絵①五)
田村つ､ひてせめられけれはするかの固ふしのたけへそおち行ける是をもやかてせめおとされそとのはまにおちゆきけるかこ､をもせめっけられてたうと日本のさかひに岩を-りぬきしやう-わ- して引こもりけれはろく地につ､-ほとはせめけるか海上のことなれはいか､ んまつ引しりそき兵せんをと､のへてよせんとて引給ふか十六
｣　2裏　　方きのつはものこゝ かしこにてうたれやう
〈二万きはかりになりみやこへのほり
｣　3表
｣　3裏･4表
｣　4嚢
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給ふとてす､かのさかのしたまかりのしゆくにつき給へは ゝ こせん出むかひ何とてたゝ今ちんをは引給ふそと仰けるとしむね聞しめしその御ことに 候まか-む ふ時も御いとまこい 参らはやとそんし候へともしこ-うつ-なんと思ひまかり をり 也たかまるをはす ふんせめ候へともいまはかい中に岩を- ぬきて引こも- 間舟をとゝのへん為にまつみやこへのほ-候そのうへあま うたれ候此よし中上やかで叉うちよせ申へしと 給へはすゝか こしめしふねもつはものもいかほとあつめ給ふともほん の身にかなふへからすつはもの共いそきみやこへのほせ給 しわらはゝまいりたはか-出しやす　-　とうたせ申さんとてしんつうの-るまに二人 りせつ か間にそとのはまにつき給ふたか丸は折ふし汁ふるねしてゐたりけるかかつはとおきれい
の田村かきたるそようしんせよといふまゝに岩戸をたて､引こもるその時す､かはひた-の手をさしあけ天をまねき給へは十二のほし二十五のはさつあまくたり給ひてみめうのおんかく そろへかの岩屋の上にてまひあそひ給へはたか丸かてうあひのむすめこれをき､あら も ろ おん くや天ちくにありしとき たひくきゝ けれ共かほとのか はいまたきかす はれみはや
｣　5表　　とこそ申けれ
(絵②五)
たか丸甲やうまことのか-とおもふへからす田むらとすゝか我をたはかり出さんとてすることそかしかまへて見る事むや-な-といへはむすめかさねて中やうあらはにも出て兄はこそあしか め戸をほそめにあけてみ侍らんになにのしさいの候へさといひけれはちからな-岩や 戸を三寸は り
｣　5裏｣　6表
｣　6裏･7表
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あけてのそきけれは甘五のはきつ大とうしあつまりてことにたへなるおんか-をそろへまひ給へはあま-のおもしろさに明るとはおもはねともひろ　-　とあきけれはす､か田村にあれあそはせとの給ふとしむねくろ ねのゆみにしんつうのかふらやをうちつかひしはしかためてはなち給ふいかつちのこと になりわたってたかかみけんをいくたき しほね けてうしろなるいしにつぬかれにけりその時つるさをなけ給へはたか丸お こ七人か-ひを打おとし八人つ､のにんそく もたせて宮こへのほり給ひけり-んかう しやうおもひのま､にちゃうたいし又す､か - り給ふこせんはよろこひ みきをす､め夜もすから-は　(ん)けんしてあかしくらさせ給ふあるときす, おはせ るは一とせ大たけ丸かけんみやうれむのつるさを取お LLゆへにこんは-の
こりててんち-へかへり又日本へわたりむつのくにゝきり山かたけにたてこもり
｣　7裏　　て世のさまたけをなすへきとのすいさう
ありいそきみやこ のはりよきむまをもとめ給へとおほせけれはやかて上ら-して馬をたつね給ふところに五てう たは にすみあらしたるやかたに立よ-みれは二百さいにもをよひ るおきな馬屋のまへにねふりゐたり又よのつねのむま五つはかりひとつにしたるほとの馬 かな- りにて八方へつなきた か百日にもま-されたりとも見えす引たつ と lあしもゆ-へ
｣　8表　　さとも見えす
(絵③五)
としむねこのむまうるへさかとおほせけれはおきなあさわらひなにのように此馬かひ給ふへきほし-はあたひい から ひかせ給へといふとしむねうれし-おほしめし明
｣　8裏
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Hひかせ申さんとてかへり給ひてかのおきなに百石百-はんにいろよき小そてをそへてくたしたふおきなおはさによろこけるさてそのむまを ひ給ふに世の中にならひなきめいはにてとしむねのり給へは山をかけりうみをわたるにもた､へちをゅ-かことしとしむねふしき おほしめしす､か ゆかん おもひの-出給へはせつなか間にそつき給ふす､か御せんは御らんしてあっはれ御馬候これにめ れてむつの-にきり山かたけを らんしかれ候へ大たけ丸か来り候ともこまのあたちをしらせ給はゝたゝ一かせんのせうふそとの給へはやかてこのこま うちのりてひかしをさしてうち給ふにへんしのあひたにきり山かあたりをかけまはりもとのところにかへり給ふ -て月日をすく 給へはあんのこと-大たけまる しんはく　(もと)　のことくに
なりてきり山かみねにゐて人をとる事かき-なし此よしそうもん申けれは二十万さの-んひやうを田むらしやうくんにつけ給ひていそきうつ立へしとのせしなりとしむねかしこまっ うけ給は-
｣　1 0表　　此よしすゝかにかたり給へは人しゆはさやう
にいるへからすた､御幸せいはかりつれ給ふへしとてみな人　-　をはかへし給ひて五百よきのせいはか-めしつれ給ふ宮こよりきり山まては三十五日の道なるをくんひやうをさにたてとしむねはす､かこせんと ゆえん-はんけんさま　-　の御あそひにて七月のすゑより八月なか まて夜と､もの御ゆうさま　-　な-しかみやこを出て三十四口と申にす､かを出るこせんはひきやうのくるまにめ
｣　1 0裏　　すとしむねはかのこまにうちのりへんしの
あひたにきり山のふもとにつき給ふに-んひやうともはいまた二時はかりあとにつ
｣ 　 1  1 表｣　H裏
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さけるさるはとにきしんは山をほりぬき口には大はんしや-を戸ひらとしてせめいるへきゃう なし れとも田村はかねてあんないはし-給へ からめてにまはりせめ入見給へは大たけ丸はな りけりか ものおに一人いてなにもの れは我にあんないもいはてとをるらんものみせんとて-ろかねのほうにてうたんとすれはとしむねあふきにてうちおとしに-きものゝふ まひかなとてまついましめて引出すさてはいつ-にあるそとゝひ給へは八大わう 甲は我らかしう りゑ し にお します御見まひのためにきのふ御こ 候 やかてかへり給はんと申せはにはかに空-もりかみなりしてくろ雲一むらの中よ おにのこゑすさましうしてあらめつ や田村との久しきほとのけんさん也1.とせ伊せのす,か山にて御身はそれかしをうち ､め りと
おもふらん我はそのころ天ち-にようありて玉しゐ一つのこしをきてかへるなりそれをわかほんたいとおもふらん人間のちゑのあさましさよとわらひけれは田む 聞給ひてそれはさることもあるへしなんちかつるきはいかにとのたまへは是こそけんみやうれ よとてさしあくるとしむね御らんしてう し/＼二つのつるきは給 りて日本のたからとなし今ひ つのけんをと-のこし心に
｣　1 2表　　か,りおもひしに是まてのちさんなにより
まんそくなりとの給へは大た 丸 らをたてあのわつはに物ないはせそ三めんさなきかといへはかほの三つあるあかきおにおとり出て大せきを雨のふるほとうちけれともひとつもあたらすそのとき しむねれいの大ゆみにかふら矢つかひしはしかためてなち給へは三めんきかまつかうい-た れてあしたの露ときえにけり大たけはらをすへ
｣ 　 1  2 裏｣ 　 1  3 衣
アラス市立美術館蔵｢田村の草子｣翻刻と解題117
かね手と-にせんとはん町はか-一とひにとんてかゝるをとひちかへてき-給へは-ひはまへにおちけるかそのまゝ天へそまひあかる
(絵④五)
すゝかこせんは御らんして此-ひたゝいまおちかゝるへしょうしんあれと よろひかふとをかさねてき給ふ 二時はか-あ-てな-わた-田村のかふとのてへんにまひさかりてくらひつきけ と むねかふとをぬき御らんするにそのま くひはしにけるのこりのけんそ ともにはなわをかけ引のはりみなくひきつ こく んにそかけられける又大たけ丸か- をはまつたいのためしにとてうちのほうさうにおさめ千本の大 しらと申 今の世まてもみこしのさきにわたるはこの大たけ丸かかしら也さるはと 将軍のい-わほういよくまさりけるとかやかくてとしむねす
すかのこせんとなをあさからぬ中となり給けるかすゝかこせんた､風のこ､ちと仰られ
｣　は裏　　しかしたいにおもらせ給ふとしむね心う-｣　1 4表　　おほ め さま　-　の御いのりあれはすゝか此
よしきこしめし我はかりにこのかいに生るゝなり此世のきえんつきたれはいかにいのり給ふともかひあるま いとま申て田村殿しやうりんをいとをしみ給へといひす ゝつゐにむなしく成給ふと むねの御なき中〈申はかり あまり な み給ひて一七日こかれし ゝし　(に)　給ふかやかて いとにゆき給ひて-しやう神をよひなんちは十わうの下人かわれは是しやはの田村将軍
｣　14嚢　　としむねなりなんちかしうにたいめん申た
きよし申へしと 給へは-しやう神大きにいかりしやはにてはなにものに もあ かし今我らにさやうの事をいはん むけんへおとすへしとて-ろきおにとあをき
｣ 　 1  5 表｣ 　 1  5 裏
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おにかひきたてんとしけるをたかあしたにてころくとけたふし我いふことを閉ましきかと ほせけれは-しやう神はさもをけし ､あきれはてたるはかりなりや､ありてお あかりせひのしさいもなく十わうのまへににけてゆき此よしか-と申けれは十わう山給ふその時としむね我つま七日いせんに身 かり 候いそさかへし給はるへしとの給へはそれはちゃうこうかきりあれ かなふましなんちはひこうなりいそさかへ おほせけれはちゃうこうなれはこ かへしてたへとは申候へひこうなれはいひふんはなし し給はすはらうせきのあるへしとて-わ いのゐんをむすひなけ給へは大しや-て やけあかるそのとき大とうれんをぬき給 かけまはり給ふ此大とうれんはもんしゆのけしなれは十わうもくしやう神もいかてかたや
｣ 　 1  6 衣
す-おもふへきゑんまわうはこ-そつをめしかのものをいそ かへせとの給へはこ-そつ申けるはちゃうこうのものなりそのうへはやからたも候はすいか､はせん 申けれはすゝかとおなし時にむまれたる女のみの､くにとふかいといふところにあ- れに取かへよと仰けれ こ-そつうけ給ってかのかしらに取かへて田むらのまへにいたしけるかありしよりすかたもかはり たちおとりけれはとしむねはらをたてもと こと-になしてたひ給へと仰けれは第三のみやう-はんを御つかひにて東方しやうるりせ い いわほうしゃくのくすりをす､め給へはなをそのむかしよりいつ-しうならせ給ひ るとかやさてたいしや-の給ふは今よりのち三年のい まをとらする也とそ ひけるめいとの はしやはの四十五年也さてこそ田村将軍
｣ 　 1  7 表
｣　1 6裏　　す､かこせんの御ちきりは二世のえんとは申
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なれ有かたかりしためし也
(絵⑤五 )
さてもこの人しやう-んは-はんおんのけしんにてましませはしゆしやうさいとのはうへ かりに人けんとあらはれ給ふ又す､かこせんはちくふ のへんさい天女なるかあっきしやしんをたすけふったうに人給ふへきとてさま　-　にへんけ給ふも御しひふかきことなりさてまつたいのためしにせいすいしの御こん う大同
隼にしやうしゆして人同寺と申せしか
水のみなかみきよくしてなかれ ゑも久かたのそらものとかにめくる日のかけきよみつのてらとしあらためてなをこの寺のさかのうへなる旧村たう の はの松のふかみと-千代よろつ代のかけし てきせん-んしゆする車ふっほうはんしやうのゆへな-此さうし見紛はむ人　-　は
｣　は裏
いよ　-　くはんおんをしんし給ふへし
(袈見返し)(裏表紙)(五巻終わ-)(終わり)
｣　 1  9衣
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